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業績予想の修正及び剰余金の配当（増配）に関するお知らせ

当社は、2026 年 10 月 30 日開催の取締役会において、2026 年４月 24 日に公表した 2027 年３月期の

業績予想ついて、下記のとおり修正することを決議いたしましたのでお知らせいたします。

また、同じく 2026 年４月 10 日に公表いたしました 2027 年３月期の中間期末配当金を下記の通り決

議いたしましたのでお知らせいたします。

記

１．業績予想の修正について

(1) 2027 年３月期通期業績予想（2026 年４月１日～2027 年３月 31 日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（ Ａ ）

百万円

47,000

百万円

3,500

百万円

3,600

百万円

2,450

円 銭

127.09

今回修正予想（ Ｂ ） 46,500 3,570 3,700 2,490 129.16

増 減 額（Ｂ－Ａ） △500 70 100 40

増 減 率（ ％ ） △1.1 2.0 2.8 1.6

（ご参考）前期実績

（2026 年３月期）
47,058 3,778 3,843 2,645 137.21

(2) 修正の理由

売上高につきましては、前工程の遅れや天候不順などの影響を受け、売上高の主体を構成する

工事売上が当初想定を下回り 5 億円の減収となる見通しとなりました。経常利益につきましては、

売上利益率の改善、販売費及び一般管理費の減少及び受取利息の増加に伴う営業外収益の増加等

により、減収の影響を補い 1 億円の増益となる見通しとなりました。

※業績予想の適切な利用に関する説明

上記の予想数値は本資料発表日現在において想定できる経済情勢、市場動向などを前提としたもの

であり、実際の実績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

２．剰余金の配当（中間配当）について

(1)中間配当の内容

決定額

（2027 年３月期 中間配当）

直近の配当予想

（2026 年４月 24 日公表）

前期実績

（2026 年３月期 中間配当）

基準日 2026 年９月 30 日 同左 2025 年９月 30 日

１株あたり配当金 31 円 00 銭 30 円 00 銭 34 円 00 銭

配当金総額 597 百万円 ― 655 百万円

効力発生日 2026 年 12 月４日 ― 2025 年 12 月５日

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金

※当社は 2025 年９月 30 日を基準日（2025 年 10 月１日を効力発生日）として普通株式１株につき５株

の株式分割を行っております。前期実績（2026 年３月期）の配当金につきましては、当該株式分割が

行われたものと仮定して算定しております。



(2)理由

当社は、業績に応じた利益の配分を基本としつつ、企業価値向上に向けた投資等に必要な資金所要、

先行きの業績見通し、財務体質等を勘案しつつ、期末の利益剰余金の配当を実施する方針であります。

「業績に応じた利益配分」の指標としては、配当性向 50％を目安としております。

この方針に基づき、2027 年３月期の中間配当につきましては、前回発表した予想より 1 円増配の１

株当たり 31 円 00 銭とさせていただきます。なお、2027 年３月期の期末配当予想につきましては、前

回発表いたしましたとおり、１株当たり 34 円 00 銭とし、年間配当予想は前回発表した予想より１円

増配の１株あたり 65 円 00 銭といたします。

（ご参考）年間配当の内訳

１株当たり配当金（円）

基準日 中間会計期間末 期末 合計

当期実績 31 円 00 銭

配当予想 34 円 00 銭 65 円 00 銭

前期実績

（2026 年３月期）
35 円 00 銭 34 円 00 銭 69 円 00 銭

※当社は 2025 年９月 30 日を基準日（2025 年 10 月１日を効力発生日）として普通株式１株につき５株

の株式分割を行っております。前期実績（2026 年３月期）の配当金につきましては、当該株式分割が

行われたものと仮定して算定しております。

以 上


